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は じ め に 

 

 

わが国の住宅政策は、住宅建設計画法に基づき、住宅建設の目標・公的資金による住宅

建設の量を定めた住宅建設五箇年計画の下、「国民の住生活が適正な水準に安定する」こと

を目的に展開されてきた。第七期住宅建設五箇年計画（平成8～12年度）においては、数値

目標として、計画年度末における平均床面積100㎡、誘導居住水準達成世帯率50％を掲げて

いるが、その達成はほぼ確実であるとみられる。また、「住宅の品質確保の促進等に関する

法律」の制定や住環境に対する関心の高まりに伴い、新たな居住水準・住環境水準の設定

に向けた指標づくりが期待されている。 

以上のような状況にかんがみ、本調査では、21世紀初頭（2000～2015年頃まで）の住生

活に関するマクロ的目標の設定にあたって参照されるべき、住宅・住環境などの水準・状

況を客観的に判断することが可能な居住指標づくりを目指し、専門的見地から幅広い領域

にわたり検討を行った。具体的には、「あるべき住生活の確立」と「政策目標となる指標の

抽出」を目指して、住宅計画体系の基本理念や21世紀における住生活の姿などを念頭にお

きつつ、住居費、住宅単体（面積、性能）、住環境といった諸側面から、住宅市場を通じた

消費者の適切な選択や社会的要請への対応を実現するための目標となる指標を検討したも

のである。 

本調査が、今後の居住水準・住環境水準の向上に向けたさまざまな政策立案・実施過程

の一助になれば幸いである。 

なお、本調査は(株)市浦都市開発建築コンサルタンツに委託して実施したものであり、

調査にご協力いただいた関係各位の皆様に厚く御礼申し上げる次第である。 

また、本文中にある省庁・団体名については調査時のものを使用しているので、注意を

していただきたい。 
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図４－15 面積の持つ意味合いを考えるにあたって  ～居住面積・住宅面積と居住人員との対応関係～ 
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図６－５ 住環境指標の構成について 
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